
8議会だより

◆委 員 長／山崎智之　　◆副委員長／礒貝和典
◆委　　員／西川英伸、久保吉彦、杉木　勉、中西庸介

◆委 員 長／荒川一義　　◆副委員長／大林吉正
◆委　　員／山添和良、伊藤厚子、永崎　陽、桂　撤男

◆委 員 長／佐藤喜典　　◆副委員長／徳田正則
◆委　　員／木下敬夫、垣内武司、今田勇雄、杉本忠一

【議案第14号】
七尾市税条例の一部を改正する条例について
◆新型コロナウイルス感染症等に係る中小事業者等の家屋及び償却
　資産に対する固定資産税及び都市計画税の課税標準の特例に
　ついて

問特例を受けるには、償却資産の申告を個人で行っている人も、税理
士や公認会計士等の認定を受ける必要があるのか。また、市役所で
認定することはできないのか。
答売上高の減少などについて、認定経営革新等支援機関等（税理士や
公認会計士等）の認定を受ける必要がある。専門的な判断が必要と
なるため、市役所で認定することはできない。

【議案第２４号】
令和２年度七尾市一般会計補正予算（第3号）
◆小学校管理運営費及び中学校管理運営費について
問サーモグラフィー導入についての背景はどのようなものか。
答家庭での検温など健康管理を児童生徒及び保護者にお願いしてい
るが、学校でも二重三重の備えが必要であることから導入に向けた
予算措置をお願いした。
問小中学校、観光施設など同等な同じ機種が導入されるのか。
答各施設に適したものを選定する。
問先生などが機器の側で見ていないといけないと思うが、どんな対応
を考えているのか。
答各学校と協議のうえ、教職員が機器の側に付いて確認するものと考
えている。
問サーモグラフィ―と非接触型体温計の使い方は区別すると思うが、
どのような使い方をするのか。
答登校時に玄関でサーモグラフィーにより児童生徒の体温を検知し、
設定温度より高い児童生徒がいる場合に、保健室等で非接触型体
温計により個別に検温する。

【議案第２４号】
令和２年度七尾市一般会計補正予算（第３号）
◆プレミアム商品券発行事業費について
問プレミアム商品券の販売はどこでするのか。
答販売については、事務委託を予定しており、１０箇所以上で販売でき
るようにしたいと考えている。
問取扱事業者の参加に向けたＰＲはどのようにするのか。
答商工会議所及び商工会に対し、会報誌で周知を図り、会員以外の事
業所に対しては、市で周知をし、働きかけを行っていきたい。
問取扱事業者は、どれくらいの期間で換金できるのか。
答業務委託を予定しており、事業者には１カ月に１回は振り込むように
したいと考えている。
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【報告第9号】
令和元年度七尾市一般会計予算の繰越明許費繰越計算書について
◆学校インターネット活用推進事業費について

問今回報告の繰越は、文部科学省が進めているGIGAスクール構想に
基づく事業のことか。
答校内LAN整備と児童生徒１人１台パソコンの整備がこの構想の２本
柱であり、報告の繰越は市内８校の校内LAN整備である。残り６校
の校内LANは整備済みだが、設備増強を予定しており、市内１４校の
整備を今年度中に行いたい。
問児童生徒１人１台パソコンの整備状況を伺う。
答文部科学省が今年に入り示した令和２年度中に整備という指針に
合わせ、できる限り今年度中に整備したい。
問整備後はオンライン授業を行うことができるようになるのか。その
ためには、大容量通信ネットワークが必要と思うが、取り残される子
供がでないように細かな取組みを要望する。
答家庭でのインターネット環境の制約があり、簡易な調査では、児童生
徒を持つ世帯約2,500世帯の内、４割は何らかの手立てが必要とな
っている。ケーブルテレビ通信網を使うのか、新たな別の手段があ
るのかなど検討していく。

【議案第２４号】
令和２年度七尾市一般会計補正予算（第３号）
◆温泉旅館魅力開発支援事業費について

問どこの事業者がどのような事業を行うのか。
答６事業者が申請の段階である。
　多田屋「若手料理人が教える能登太巻き作り＆能登地酒利き酒体
験」、加賀屋「生間流包丁式見学とお抹茶体験」、宿守屋寿苑「カニさ
ばき体験」、日本の宿のと楽「味覚、視覚、嗅覚に訴える特上加賀棒
茶試飲体験」、お宿すず花「個人からファミリーまで楽しめる船釣り
体験」、ホテル海望「海が一望できるダイニングレストランでの地元
食材を生かした食体験」である。

　各常任委員会に付託を受けた議案等および予算決算常任委員会各分科会に分担された議案について審査した結果、主に下記
内容が議論されました。

【議案第21号】
工事請負契約の締結について
◆新ごみ処理施設について

問新ごみ処理施設の地震対策はどのようなものか。
答震度６弱（250Gal）で自動停止する設計となっている。
問日常、排ガスによる測定はどのように行う予定なのか。
答基準値を超えないよう、毎日測定し監視するとともに、吉田会館にモ
ニタリング装置を設置し、排ガス数値を「見える化」する予定である。
問現在のななかリサイクルセンター監視委員会は、新たな施設に対し
ても続けるのか。
答新ごみ処理施設が建設された後も継承する。人選の基準等につい
ては、今後検討していく。


